
 

 

 

 

 

駕
か

籠
ご

にはたくさんの種
しゅ

類
るい

があり、おもに人
ひと

や物
もの

の移
い

動
どう

がさかんになった江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の頃
ころ

（1603～1867年
ねん

）に使
つか

われていました。そのなかでも江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

は

1681（天
てん

和
な

元
がん

）年
ねん

に、決
き

まったスタイル以
い

外
がい

の町
まち

駕
か

籠
ご

をつくることを禁
きん

止
し

し

ました。その結
けっ

果
か

、四
よ

ツ
つ

手
で

駕
か

籠
ご

という町
まち

駕
か

籠
ご

が一
いっ

般
ぱん

の人
ひと

たちの間
あいだ

で広
ひろ

まり、

現
げん

在
ざい

のタクシーのように使
つか

われるようになりました。駕
か

籠
ご

は、身
み

分
ぶん

制
せい

度
ど

のあ

った江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の中
なか

で、身
み

分
ぶん

の高
たか

い人
ひと

から一
いっ

般
ぱん

の人
ひと

たちまでみんなが使
つか

うこと

ができた珍
めずら

しい乗
の

り物
もの

です。しかし、同
おな

じ駕
か

籠
ご

でも身
み

分
ぶん

の高
たか

い人
ひと

が使
つか

った豪
ごう

華
か

なものは“乗
のり

物
もの

”と呼
よ

ばれ、一
いっ

般
ぱん

の人
ひと

たちが使
つか

ったシンプルなものは“駕
か

籠
ご

”

と呼
よ

ばれていました。 
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けん

学
がく

習
しゅう

室
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か

 籠
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駕
か

籠
ご

を担
かつ

ぐ仕
し

事
ごと

に

免
めん

許
きょ

はいらなかった

らしいよ。体
たい

格
かく

が良
よ

く

て体
たい

力
りょく

や根
こん

性
じょう

があ

ることが大
たい

切
せつ

だった

んだって。 

上
じょう

手
ず

な人
ひと

は、水
みず

を

入
い

れた茶
ちゃ

わんを肩
かた

に

置
お

いて走
はし

っても水
みず

を

こぼさなかったらし

いよ。 

 

 四
よ

ツ
つ

手
で

駕
か

籠
ご

は、

4本
ほん

の竹
たけ

の 柱
はしら

で

支
ささ

えているのが

とくちょうです。 



参
さん

考
こう

に
 

した
 

本
ほん

『イラストで見
み

るモノのうつりかわり 日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

道
どう

具
ぐ

百
ひゃっ

科
か

④』
 

河
かわ

出
で

書
しょ

房
ぼう

新
しん

社
しゃ

 1998年
ねん

 

『旅
たび

の民
みん

俗
ぞく

と歴
れき

史
し

6 旅
たび

の民
みん

俗
ぞく

 はきものとのりもの』八
や

坂
さか

書
しょ

房
ぼう

 1987年
ねん

 他
ほか

  

  

 腰
こし

を痛
いた

めない

ように、しっかり

つかまります。 

 

お尻
しり

が痛
いた

くなら

ないように、座
ざ

布
ぶ

団
とん

をしいて座
すわ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に便
べん

利
り

な人
じん

力
りき

車
しゃ

が

登
とう

場
じょう

すると駕
か

籠
ご

は使
つか

われなく

なります。また、道
どう

路
ろ

や交
こう

通
つう

機
き

関
かん

が整
ととの

ってくると、

たくさんの乗
の

り物
もの

があらわれます。乗
の

り物
もの

は、みんなが安
あん

全
ぜん

で気
き

持
もち

ちよく使
つか

え

るように現
げん

在
ざい

も少
すこ

しずつ工
く

夫
ふう

され、新
あたら

しい乗
の

り物
もの

の研
けん

究
きゅう

もされています。未
み

来
らい

にはいったいどんな乗
の

り物
もの

があらわれるのでしょうね。                                                     

 

 

 駕
か

籠
ご

は、『一
いっ

挺
ちょう

・一
いっ

丁
ちょう

・

一
いち

具
ぐ

』とかぞえるよ。 

ここち良
よ

く乗
の

ってもら

うためには、駕
か

籠
ご

を揺
ゆ

らさ

ないのが一
いち

番
ばん

なんだけど、

実
じつ

は、とってもむずかしい

んだよ。だから、かけ声
ごえ

を

かけて息
いき

をぴったり合
あ

わ

せる努
ど

力
りょく

をしているよ。 

まわりを囲
かこ

う“すだれ”は、誰
だれ

が乗
の

って

いるかわかるようにいつも上
あ

げておいて、

天
てん

気
き

が悪
わる

いときはさげておくよ。 

 

人
じん

力
りき

車
しゃ

 

 

 

モッちゃん 

 来
らい

月
げつ

（7月
がつ

）の 

けんぱくものしりシートは 

地
ち

質
しつ

－3だよ！ 

おたのしみに！ 

 

〒020-0102 岩手県盛岡市上田字松屋敷34 

Tel. 019-661-2831 Fax. 019-665-1214 

http://www2.pref.iwate.jp/~hp0910/ 
 

※「けんぱくものしりシート」の内
ない

容
よう

は発
はっ

行
こう

当
とう

時
じ

のものです。最
さい

新
しん

情
じょう

報
ほう

ではございませんので、あらかじめご了
りょう

承
しょう

ください。 

※「けんぱくものしりシート」は解
かい

説
せつ

員
いん

が執
しっ

筆
ぴつ

しております。 


